
杭基礎の
モデリングと計算



モデリング編
 Step1 地盤データの入力
 Step2 杭・基礎情報の入力
 Step3 地盤データ・杭基礎の配置
 Step4 設計/解析設定
 Step5 解析実行
 Step6 結果確認

計算編

付録 モデルの修正
1. 杭基礎を偏心させるには...
2. 2本配置の杭を入力するには...
3. 杭基礎を回転させるには...
4. 杭基礎の配筋を変更するには...
5. 設計上の中間変数を変更するには...
6. 2本継ぎの杭を配置するには...



モデリング編



基礎のモデリングフロー

地盤データ・杭基礎の配置

杭・基礎情報の入力地盤データの入力
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地盤データと杭基礎データを
一緒にモデルに配置します。
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1

Step
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Step
3



▶今回作成するモデルを確認しましょう。Step 0-1

モデル概要
Step
0



▶モデルを開きます。Step 1-1

地盤データの入力
Step
1

▶地盤データを用意します。Step 1-2
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Step 1-3
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▶杭情報を用意します。Step 2-1

杭・基礎情報の入力
Step
2

Step 2-2
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▶基礎情報を用意します。Step 2-3

Step 2-4
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高さ関係の諸数値

10

20

30

60

60

▼1FL200

h1▲柱状図
開始深度

300
▼GL

*1

*2
*3

「情報>層別情報」

「基礎>基礎情報>地盤情報」

「基礎>基礎情報>杭基礎」

*2

*1

*3



▶地盤データと杭基礎を一緒にモデルに配置します。Step 3-1

地盤データ・杭基礎の配置
Step
3

Step 3-2
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 節点を選択→Enter→Esc1
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▶設計設定を確認します。Step 4-1

設計/解析設定
Step
4

▶解析設定を確認します。Step 4-2
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▶解析を実行します。Step 5-1

解析実行
Step
5

 F5キー1

解析実行時の注意

✔

解析は、上部構造と基礎構造が分かれています。

基礎を配置したモデルを解析するときは、最低でも下の3つにチェックして解析実行して下さい。
（上部構造の断面検定も一緒に実行しないと、付加応力が基礎梁の断面検定に考慮されません。）
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✔

✔

3つにチェックして解析実行



▶基礎の構造計算書を出力します。Step 6-1

結果確認
Step
6

計算書出力時の注意

構造計算書は、上部構造と基礎構造で別々に作成します。

上部構造 基礎構造
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計算編



基礎の計算フロー

上部解析結果

断面検定
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杭頭曲げ (Mp)偏心曲げ (Me) 施工誤差応力(Mc) 水平反力×h (Mr)

付加応力

杭のセクションソルバー



 杭を配置すると、杭頭曲げモーメントMp 71.88kNmが
算定されます。

 上部応力は、M 24.71kNmです。1

2

3

6.3 付加曲げ応力 [基礎] 12.3.1 基礎梁の付加応力図EL_0

基礎梁の付加応力として、Mp 71.88kNmが考慮されます。

杭応力が、基礎梁の断面検定に考慮されることを確認しましょう。



 基礎梁の断面検定で、上部応力+付加応力が考慮されます。
 M24.71kNm+Mp71.88kNm=96.59kNm 

4

 杭頭曲げモーメントを基礎梁で負担する場合、
 フーチングの断面検定では杭頭曲げモーメントを考慮しません。

5

7.1.1 杭基礎の設計[基礎]

7.6.1.5 基礎梁の断面検定表



 偏心させると、偏心曲げモーメントMeが算定されます。
Rz49.58kN*e0.3m=Me14.87kNm

2

 鉛直反力は、Rz 49.58kNです。1

基礎梁の付加応力として、Meが考慮されます。 
Mp71.88kNm+Me14.87kNm=86.75kNm

3

 偏心距離 e 0.3m

6.3 付加曲げ応力 [基礎] 12.3.1 基礎梁の付加応力図EL_0

杭基礎を偏心させた場合、偏心応力が考慮されることを確認しましょう。



 基礎梁の断面検定で、偏心曲げモーメントが考慮されます。
 96.59kNm+Me(DL -61.64kNm+LL -15.00kNm+ EL_0 14.87kNm)=34.82kNm

4

 付加応力を基礎梁で負担する場合、
 フーチングの断面検定では付加応力を考慮しません。

5

7.6.1.5 基礎梁の断面検定表

7.1.1 杭基礎の設計[基礎]



 施工誤差を入力すると、施工誤差による曲げ
モーメントMcが算定されます。
Rz49.58kN*e0.1m=Mc4.96kNm

2

基礎梁の付加応力として、Mcが考慮されます。 
Mp71.88kNm+Me14.87kNm+Mc4.96kNm=91.71kNm

 鉛直反力は、Rz 49.58kNです。1

3

6.3 付加曲げ応力 [基礎] 12.3.1 基礎梁の付加応力図EL_0

杭の施工誤差を入力し、施工誤差による応力増分が考慮されることを確認しましょう。

「基礎>設計条件」

 施工誤差距離 e 0.1m



 基礎梁の断面検定で、施工誤差による曲げモーメントが考慮されます。
34.82kNm+Mc(DL -20.49kNm+LL -5.00kNm+ EL_0 4.96kNm)=14.29kNm

4

 付加応力を基礎梁で負担する場合、
 フーチングの断面検定では付加応力を考慮しません。

5

7.6.1.5 基礎梁の断面検定表

7.1.1 杭基礎の設計[基礎]



基礎梁に考慮する付加応力がないため、
付加応力図は表示されません。

4

「基礎>設計条件」

 フーチングで考慮にチェックすると、
水平反力Rx×根入れ深さhによるモーメントMrが考慮
されます。
Rx23.83kN*根入れ深さ1.5m=Mr35.75kNm

3

6.3 付加曲げ応力 [基礎] 12.3.1 基礎梁の付加応力図EL_0

2

 水平反力は、
Rx 23.83kNです。

1

付加応力をフーチングで考慮する場合の計算結果を確認しましょう。

 上部応力は、M 24.71kNmです。



 基礎梁の断面検定では、上部応力のみが考慮されます。5

フーチングの断面検定で、付加応力が考慮されます。
DL(Me -61.46kNm+Mp 0kNm+Mr -23.71kNm+Mc 20.49kNm)
+LL(Me -15.00kNm+Mp0kNm +Mr -6.12kNm+Mc 5.00kNm)
+EL_0(Me 14.87kNm+Mp 28.69kNm+Mr 35.75kNm+Mc -4.96kNm) =6.45kNm

6

7.6.1.5 基礎梁の断面検定表

7.1.1 杭基礎の設計[基礎]



付録

モデルの修正



付録1 杭基礎を偏心させるには...

1

2

 基礎を選択→Enter/3

✖

 基準点をクリック/1

 “300,0”と入力→Enter/2
(y方向に何mm),(z方向に何mm)と入力します。

POINT



▶属性ツリーより、2本杭を設定できます。

付録2 2本配置の杭を入力するには...

 作業ウインドウで右クリック1

 杭を選択1

2

3

4



付録3 杭基礎を回転させるには...

2

 杭と基礎を選択→Enter3

✖

 基準点をクリック/1

 “90”と入力→Enter/2

1



▶既成杭や鋼管杭の杭頭補強筋は、「杭頭設計設定」より入力します。

付録4 杭基礎の配筋を変更するには...

2

1

▶フーチングと現場打ち杭の配筋は、「断面検定入力情報」より入力します。
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付録5 設計上の中間変数を変更するには...

1

2

▶許容支持力の値など、設計で使う諸数値を丸めたいときに、中間変数を入力します。

 例えば、支持力を直接入力すると…3

 直接入力した支持力が採用されます。4



付録6 2本継ぎの杭を配置するには...

「基礎>基礎情報>杭情報」

杭の入力は、上杭・中杭・下杭の3本構成で入力する必要があります。
2本継ぎの杭を入力したいとき、上杭・中杭・下杭のいずれかを0mと設定すると、計算が正しく行えな
い場合があります。
実際は2本または1本の杭を3本構成で入力しても、正しく計算を行うことができます。
何mずつ入力すると良いかは、解析する際の要素分割のことを考えると、できるだけ等スパンにバラン
ス良く分けるのが良いかと思います。

・杭のモデル上の最低分割数は、地層の境界、上中下杭の境界、及び杭頭部の直下となります。
・杭要素分割数に最低分割数より大きい値が入力された場合、⻑い要素から順に分割数が追加されます。
・杭の要素分割数は「基礎＞解析設定＞p-y解析制御＞杭要素分割方法」で指定します。

2本継ぎの杭も、3本構成で入力します。

杭の要素分割ルール






